






















































































３ 意i児JJ1lillllnjJjZZ 4歳児’ ／ 5歳児
箔
把握することが
できる場や空間
材質が異十なる遊具
百
。
「
足
ａサブテーマ設定の理由
平成２ｏ年度の本園の事例検討会の中で、下記のような気になる幼児の姿が浮き彫りにな
ってきた。
.はっきりしない混沌とした状況を好まず、自分の気持ちをごまかし、友達に思いを伝え
ようとしない幼児
・自分の弱さに向き合うことができない幼児
・教師や友達に自分の弱さを見せることができない幼児
・いざこざと向き合うことが苦手で、いざこざになる前にあきらめたり、その場を離れた
りしてしまう幼児
などである。
上記のような姿から、幼児らの友達とのかかわりが希薄になっている事例が目立つように
なってきたと感じられた。このようなことでは、友達と向き合いながら生活をつくっていく
姿にはつながらない。
そこで、幼児らが友達とかかわり合いながら生活していく姿に着目して、サブテーマ「協
同して生活する姿を見つめて」と設定した。
サブテーマとした「協同して生活する」とは、本園のこれまでの研究の積み重ねの中で、
「経験内容の異なる幼児らが自分らしさを十分に発揮しながら、互いに揺さぶり合い、互恵
的に学びながら友達と心や力を合わせ生活づくりをしていくこと」と捉えている。
４．研究の目的
・年齢の特徴をふまえ、幼児らが自らかかわり合い、協同して生活する姿を探る
・本園の平成１６年度版教育課程を見直し、再編成する
５研究の方法
（１）事例を収集する
（２）事例を考察する
・幼児が自らかかわり合い、協同して生活する姿を読み取り、考察する
・幼児らの学び、及び環境の構成や教師の援助を探る
（３）１年を振り返り、協同して生活する姿から見えた幼児らの学び、協同する姿を促す環境
の構成、協同する姿を促す教師の援助についてまとめる
（４）平成１６年度版教育課程を見直し検討する
－６－

